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アドバイザー教員氏名 藤堂 剛 所属 医学系研究科 
研究課題名  スワローメダカから探る観賞メダカの未来 
研究成果の概要 
研究目的、研究計画、研究方法、研究経過、研究成果等について記述すること。必要に応じて用紙を
追加してもよい。 
1. 研究目的 
ここ２、３年で市場に流通するようになったメダカに、「スワローメダカ」という品種(図 1)が存
在し、そのメダカは各ヒレにおいて通常のメダカのよりも 1.3 倍ほどの伸長を見せ、近年品種改
良が期待されている品種である。ここで問題となるのが、スワローメダカといったヒレ長の個体
が、どういった遺伝子によって形質を発現するかということである。たとえば、スワローメダカ
に導く遺伝子が複数個、つまり各ヒレに対して各ヒレを伸長させる各々の遺伝子が存在する、も
しくは各ヒレを伸ばす単独の遺伝子がいずれかの染色体上に存在するかといった問題が生じる。
このとき、スワローメダカを構成する遺伝子の数、または位置を特定することによって、既存の
品種の形質と同時発現することが可能か判別することができ、スワローメダカの今後の可能性と
展望を予想することが可能となる。今回は、日本のメダカ市場において主要の品種である「ミユ
キメダカ」、「ダルマメダカ」、「三色錦メダカ」の三品種とスワローメダカにおける全ヒレ長とい
った形質が同時発現可能をするのかを確認し、スワローメダカの持つ品種改良の可能性について
探りたい。 
図 1 楊貴妃スワローメダカ 
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2. 研究計画及び方法 
第一にスワローメダカを構成する遺伝子が単独もしくは複数であることを、スワロー同士の掛け
合わせ(F1)から確認することである。具体的にすると F1の各個体のヒレのサイズを計測し、一部
のヒレだけが伸長してないか確かめることで遺伝子が単独であるかが判明するはずである。そこ
で単独か確認した後は上記の三品種とそれぞれかけ合わせ、同時に形質を発現するかを調べる。
ただし三色錦においては、三色錦を主に構成する遺伝子が三種類存在し、その三種とスワローが
一度に発現することは可能であっても確率が低いと予想されるので、各種の遺伝子を保有する個
体と掛け合わせて該当遺伝子を保有する個体が現れるか調べることとする。 
3. 研究結果 
3-1(スワローのヒレ長を構成する遺伝子の数) 
スワローメダカを構成する遺伝子が各ヒレに存在し、それらが同時発現することで全ヒレ長のス
ワローメダカができると仮定すると、スワローメダカ同士を掛け合わせたとき部分的なヒレ長の
個体が生まれるはずである。ここで用いるスワローメダカは両方の親がともにスワローメダカで
ある個体を用意した。1 全ヒレが長いスワローメダカ 2部分的にヒレが長いメダカ 3通常のヒレ
のメダカとしたときに、結果は下図の通りとなった。 
 
 
以上において F1、Ｆ2(F1の 1と 3の掛け合わせ)ともに 2の個体は発生せず、以上よりメダカの
ヒレの長さを決める遺伝子は単独であることが推測できる。 
3-2(ミユキメダカ) 
ミユキメダカとは、本来腹部にて発現するはずのグアニン色素が突然変異によって背面や各ヒレ
において発色するようになった個体群を指し、近年のメダカ市場においてもっとも品種改良が進
んでいる分野の一つである。基本的に自然のメダカは黒、赤、黄、白の四色の色素を持ち、これら
に関してはスワローメダカのヒレ長形質と同時発現可能であることが確認されているが、ミユキ
メダカを代表する突然変異によって背面にグアニン色素を持つようになったメダカに関しては、
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依然形質遺伝に関してはっきりとしたことが分かっておらず、ヒレ等の遺伝子と独立しているか
判明していない。ここではミユキメダカとスワローメダカを掛け合わせることで、F1 および F2
においてどのような特徴が表れるかを調べた。ここでミユキメダカとスワローメダカを用意し、
掛け合わせた結果得られた個体群を、1ミユキの形質を持つ個体 
2 スワローの形質を持つ個体 3 ミユキとスワロー両者の形質を持つ個体 4 その他 と分類して
結果を以下にまとめた。 
 
 
以上において F2は、F1における 1と 2を親として生まれた個体である。ここで上図から見て取
れるように、F1においてはスワローとミユキの形質を両方持つ個体は発生せず、4の雑種が多く
を占めていたが、ここで F1における 1と 2を親として F2を採取したところ、3の個体が少ない
ながらも発生することを確認できた。このことはグアニン色素とスワローの遺伝子が互いに独立
であり、同時発現することが確認できた。 
3-2(ダルマメダカ) 
ダルマメダカもミユキメダカ同様、近年のメダカ市場においてよく流通するようになり、品種改
良が特に進んでいる品種の一つである。特徴としては腹部にみられるような山なりの形状が背部
にも表出し、全体的に丸くまとまっている個体群のことを指す。ここでも上記のミユキメダカの
ように、1 ダルマの形質を持つ個体 2 スワローの形質を持つ個体 3 ダルマとスワロー両者の形
質を持つ個体 4 その他と分類して以下のような結果が得られた。 
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以上より、ミユキメダカと比較してダルマの形質の遺伝率は多少低かったが、3の発生からダルマ
とスワローの形質に関して互いに独立していることが確認できた。 
3-4(三色錦メダカ) 
三色錦メダカとは、上からその姿を見たとき、あたかも錦鯉が泳いでるように見え、これもまた
市場で高価で取引されている品種である。この三色錦メダカが錦鯉のように赤、白、黒の三色を
発現しているように見えるのは、「赤色素に関する遺伝子」、「黒の保護色を強く有する遺伝子」、
「鱗が透けて見える遺伝子」の三遺伝子が影響している。ここで三色錦とスワローの形質を同時
発現可能か確かめるとき、以上の三遺伝子とスワロー遺伝子が同時に存在する確率は著しく低く、
同時発現可能か探るのは困難だと考え、三遺伝子のうちの一つを保有する他のメダカとそれぞれ
掛け合わせ、三遺伝子がそれぞれスワロー遺伝子に対して独立であるか確かめることにした。今
回の場合、黒の保護色に関する遺伝子及び赤色素に関する遺伝子とスワロー遺伝子の両者を保有
する個体は既に流通しており、この二つの遺伝子はスワロー遺伝子に対してそれぞれ独立である
ことが分かった。よって透明鱗に関する遺伝子を保有する個体とスワロー遺伝子を保有する個体
を掛け合わせ、1 透明鱗の形質を持つ個体 2 スワローの形質を持つ個体 3 透明鱗とスワロー両
者の形質を持つ個体 4 その他で分けたところ以下の結果が得られた。 
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透明鱗とスワローの遺伝子に関しては F1 の段階で同時発現したため、この段階で透明鱗とスワ
ローの遺伝子は互いに独立であることが分かり、赤色素に関する遺伝子と黒の保護色に関する遺
伝子がそれぞれスワロー遺伝子と互いに独立であることと併せて、三色錦とスワローの形質の同
時発現は発生確率が低いながらも可能だということが判明した。 
 
4. 結果まとめと今後の展望 
3での実際の掛け合わせを通して、スワローメダカを決定づける遺伝子は単独であり、部分的なヒ
レ長の個体は現れないことが判明した。以上より、スワローを構成する遺伝子が単独であること
から他の品種における特徴的な遺伝子と互いに独立していることが期待でき、事実「ミユキメダ
カ」、「ダルマメダカ」、「三色錦メダカ」の以上三品種の形質と同時発現可能であることことも確
認できた。以上のことから近年突然変異で突如市場に現れたスワローメダカは、メダカ市場にお
ける多くの品種との掛け合わせによって新品種を作出することが期待できる。また、今回の掛け
合わせの中で、データの量としては不十分だと判断して記載しなかったが、スワロー同士の掛け
合わせの中でヒレの伸長の度合いを増した個体が散見され、スワロー自体の改良における可能性
を見出せる結果となった。 
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